
米
欧
回
覧
実
記 

 

大
森 

海
太 

 

明
治
維
新
か
ら
間
も
な
い
一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）、
新
政
府
は
特
命
全
権
大

使
岩
倉
具
視
を
団
長
と
し
て
、
木
戸
孝
允
、
大
久
保
利
通
、
伊
藤
博
文
以
下
総
勢

一
〇
七
名
か
ら
な
る
使
節
団
を
派
遣
し
、
一
年
半
か
け
て
世
界
を
一
周
し
た
。 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
上
陸
し
て
開
通
し
た
ば
か
り
の
大
陸
横
断
鉄
道
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
至
り
、
大
西
洋
を
渡
っ
て
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
ほ
か
欧
州
各
国
を
歴
訪
、
最
後
は
マ
ル
セ
イ
ユ
か

ら
イ
ン
ド
洋
経
由
帰
国
し
た
。 

 

こ
の
間
の
記
録
は
、
の
ち
に
随
員
の
久
米
邦
武
（
も
と
佐
賀
藩
士
）
に
よ
っ
て

『
米
欧
回
覧
実
記
』
全
百
巻
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。 

 

使
節
団
の
本
来
の
目
的
は
、
幕
末
に
各
国
と
締
結
さ
れ
た
不
平
等
条
約
の
改
正

で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
さ
ら
に
二
十
数
年
の
歳
月
を
要
し
た
も

の
の
、『
実
記
』
に
は
欧
米
各
国
の
風
土
、
国
民
性
、
産
業
な
ど
が
当
時
の
日
本
人

の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
か
、
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

当
時
ア
メ
リ
カ
は
南
北
戦
争
（
～
一
八
六
五
）
の
直
後
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も

イ
タ
リ
ア
王
国
（
一
八
六
一
）
や
、
普
仏
戦
争
の
結
果
ド
イ
ツ
帝
国
（
一
八
七
一
）

が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
（
フ
ラ
ン
ス
は
第
三
共
和
政
に
移
行
）、 

一
行
は
各
地
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
グ
ラ
ン
ト
大
統
領
（
米
）、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

女
王
（
英
）、
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
（
露
）
に
拝
謁
し
、
ま
た
宰
相
ビ
ス
マ

ル
ク
（
独
）
ほ
か
各
国
で
要
人
た
ち
か
ら
宴
席
に
招
待
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

使
節
団
は
各
種
生
産
設
備
（
工
場
）
や
鉄
道
、
港
湾
な
ど
イ
ン
フ
ラ
を
つ
ぶ
さ

に
視
察
し
て
回
っ
て
西
洋
と
東
洋
の
差
を
痛
感
し
、
日
本
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
近

代
化
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
と
提
言
す
る
。 

ま
た
一
方
で
ロ
シ
ア
の
後
進
性
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
東
洋
の
大
国
中
国
は
旧
弊

に
ア
グ
ラ
を
か
い
て
怠
惰
に
流
れ
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で
西
欧
に
蚕
食
さ
れ
た
「
反
面

教
師
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
記
録
を
大
久
保
喬
樹
と
い
う
先
生
が
現
代
語
に
「
縮
訳
」
し
た
も

の
が
文
庫
本
で
出
版
さ
れ
て
い
て
、
地
図
や
挿
絵
も
豊
富
で
読
み
や
す
く
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
時
代
の
日
本
の
立
ち
位
置
が
手
に
取
る
よ
う
に
理
解
で
き
た
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